
〈令和元～２年度教育課程研究指定校事業〉

高知県四万十市立中村小学校

目的に応じて必要な内容を整理し，
自分の考えを明確にして書く力を高める

学習指導の在り方
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発表内容

１ 研究の概要

２ 研究内容

３ 授業の実際

４ 成果と課題
今後の方向性
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研究主題

目的に応じて必要な内容を整理し，
自分の考えを明確にして書く力を高める

学習指導の在り方

児童の課題

目的や意図に応じて，
自分の思いや考えを明確にして論理的に表現する力

１ 研究の概要 〈研究主題について〉
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研究内容
①学習過程の工夫
・身に付けさせたい資質・能力の明確化と最適な言語活動
・目的や必要性を感じられる課題設定
・言葉を通して自分の思いや考えを形成する学習過程
・言葉による見方・考え方を働かせ，思考を深める発問
・主体性を持たせたり有用性を実感させたりする振り返り

②情報の扱い方
・情報を相手に分かりやすく伝えるための学習過程の工夫
・選択した情報と自分の経験・知識を統合させ，考えを形成し
深める指導の工夫

目的に応じて必要な内容を整理し，
自分の考えを明確にして書く力を高める学習指導の在り方

～学習過程の工夫と情報の扱い方に関する指導を通して～

１ 研究の概要 〈一年次の研究〉
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学習過程の工夫

「書くこと」

１ 研究の概要 〈一年次の研究〉

情報の扱い方に関する指導の工夫

目的や課題に応
じて，必要な情
報（言葉や文，
理由等）を取り
出す

取り出した情報
を比較し，分析
・統合する

与えられた条件
（字数など）に
合わせて情報を
操作し，加工す
る

題材の設定
情報の収集
内容の検討

構成の検討
考えの形成
記 述

推敲 共有
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成果〈児童〉
・既習の力を使って書き，「上手く書けな
い」「どうしたら書けるかな」と教材で学
ぶ必要性を感じて学習を進めることが
できた。
・「言葉の宝箱」「推敲チェックリスト」を
活用し，言葉を選んだり整えたりして
書く姿が増えた。

課題〈児童〉
・書く活動において，文章の種類に応じ
て必要な内容を満たして書くことが弱
い。

成果〈教員〉
・目的・相手意識を重視した単元づくり
ができた。

１ 研究の概要 〈一年次の研究〉

学習過程の工夫と情報の扱い方に関する指導を通して

課題〈教員〉
・児童の実態の捉えが曖昧で，目指す
資質・能力の育成が十分とはいえな
い。
・国語科と他教科等を効果的に関連付
けるカリキュラム・マネジメントが不十
分である。学びの主体を

子どもにおく！
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目的に応じて必要な内容を整理し，
自分の考えを明確にして書く力を高める

学習指導の在り方

―文章の種類や特徴に応じた書き表し方の工夫―

▲課題解決のために必要な情報を取捨選択・整理して
活用すること

▲目的や意図に応じて，自分の考えを明確にして書き進
めること

１ 研究の概要 〈二年次の研究〉
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１ 研究の概要 〈二年次の研究〉
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１ 研究の概要 〈二年次の研究〉
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（１）マトリクス表
カリキュラム・マネジメント表の作成

（２）単元構想

（３）本気になる課題の工夫

（４）書き表し方の工夫

２ 研究内容
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学習指導要領
指導事項

〔知識及び技能〕（２）
情報の扱い方に関する事項

マトリクス表

〔思考力，判断力，表現力等〕
B 書くこと

２ 研究内容〈マトリクス表〉
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付けたい力
（文章の種類）「書くこと」

カリキュラム・マネジメント表

２ 研究内容〈カリキュラム・マネジメント〉
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